
 

 

様式第 1号(第 5条関係) 

 

会 議 概 要  

会議の名称 平成２８年度第１回久喜市農業振興協議会 

開催年月日 平成２８年１０月１１日（火曜日） 

開始・終了時刻 午前１０時３０分から正午まで 

開催場所 久喜市役所 大会議室 

議長氏名 田中暄二、並木源榮 

出 席 委 員 （ 者）氏 名 

長谷川由美子、長谷川喜美江、瀬田好子、本島三枝子、髙瀬文

代、松本勝宏、長谷川勲、川島一晃、蔵口哲夫、鈴木守男、新

井優子、小林健治、中村悦明、瀬田正夫、山田加藏、並木源

榮、野口昭、田村真実 

欠 席 委 員 （ 者）氏 名 濵田一雄、関根文雄 

説明者の職氏名 森田農業振興課農業振興係担当主査 

事務局職員職氏名 

田中市長、酒巻環境経済部長、斎藤環境経済部副部長兼農業振

興課長、田口農業振興課農業振興係長、森田農業振興課農業振

興係担当主査、福島菖蒲総合支所環境経済課長、川島栗橋総合

支所環境経済課長、岡田鷲宮総合支所環境経済課長、大谷農業

委員会事務局長 

会議次第 

１ 開会 

２ 市長あいさつ 

３ 委員及び事務局職員の紹介 

４ 会長、副会長の選出について 

５ 諮問 

６ 協議会の概要・運営について 

７ その他 

８ 閉会 

 

 

配布資料 

次第 

資料１ 久喜市農業振興協議会条例 

資料２ 久喜市農業振興協議会委員名簿 

資料３ 傍聴要領 

資料４ 久喜市農業振興地域整備計画について 

資料５ 久喜市農業振興地域整備計画書 

別紙  久喜市農業振興地域区域図・農用地利用区分図 

別冊  久喜市農業農村基本計画 

 

 

会議の公開又は非公開 公開 

傍聴人数 ０人 
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様式第 2号(第 5条関係) 

 

審 議 会 等 会 議 録 

発 言 者 会 議 の て ん 末 ・ 概 要 

 【１ 開 会】 

司会 

（農業振興課長） 

只今から、平成２８年度第１回久喜市農業振興協議会を開会させ

ていただきます。 

なお、ただ今の出席委員は１８人でございます。 

委員の２分の１以上が出席されておりますので、久喜市農業振興

協議会条例第６条第２項の規定に基づき、本日の会議が成立されて

いることをご報告申し上げます。 

それでは、会議に入ります前に、本日の配付資料を確認させてい

ただきたいと存じます。 

 はじめに、会議次第 

 続きまして、資料として右上に資料と書かれている 

 資料１ 「久喜市農業振興協議会条例」 

 資料２ 「久喜市農業振興協議会委員名簿」 

 資料３ 「傍聴要領」 

 資料４ 「久喜市農業振興地域整備計画について」 

 資料５ 「久喜市農業振興地域整備計画書」 

 資料番号はございませんが、Ａ３判の色の付いている 

「久喜市農業振興地域区域図・農用地利用区分図」 

 最後に、別添の冊子として、「久喜市農業農村基本計画」 

 以上、次第を含め８点でございます。資料に不足はございません

でしょうか。 

  

 （なしとの声あり） 

  

司会 

（農業振興課長） 

ありがとうございます。 

続きまして、会議の開催にあたり、皆様にご了承いただきたいこ

とがございます。 

本市では、審議会等の会議の公開に関する条例に基づき、会議は

原則公開とし、会議の傍聴を認めております。 

また、会議の傍聴にあたりましては、審議会等がそれぞれに、手

続きや遵守事項を定めることになっております。 

つきましては、お手元に配付させていただきました「資料３ 傍

聴要領」のとおりとさせていただきたいと思いますので、確認をお

願いします。 

  

 （出席委員確認） 
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様式第 2号(第 5条関係) 

 

審 議 会 等 会 議 録 

発 言 者 会 議 の て ん 末 ・ 概 要 

  

司会 

（農業振興課長） 

 よろしいでしょうか。 

  

 （発言する者なし） 

  

司会 

（農業振興課長） 

ありがとうございます。 

なお、今後の会議につきましても、この傍聴要領に基づき開催い

たしますので、ご了承くださいますよう、お願いいたします。 

また、会議の内容につきましては、議事録を作成して公開するこ

ととしております。 

このため、会議の録音及び写真撮影につきまして、あらかじめご了

解をいただきますよう、併せてお願い申し上げます。 

ちなみに、本日の傍聴者は、０人でございます。 

  

 【２ 市長あいさつ】 

司会 

（農業振興課長） 

続きまして、お手元の次第に戻っていだだきまして、次第の２、

市長あいさつでございます。 

田中市長からごあいさつを申し上げます。 

  

 （市長あいさつ） 

  

司会 

（農業振興課長） 

ありがとうございました。 

  

 【３ 委員及び事務局職員の紹介】 

司会 

（農業振興課長） 

続きまして、次第の３、委員及び事務局職員の紹介に移らさせて

いただきます。 

本日は、委嘱後初めての会議でございます。新任の委員さんもい

らっしゃいますので、恐縮ではございますが、委員の皆様から自己

紹介をお願いしたいと存じます。 

なお、自己紹介の順番は、委嘱書の交付順と同じく、名簿順でお

願いしたいと存じます。 

それでは、はじめに、長谷川由美子様 お願いいたします。 
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様式第 2号(第 5条関係) 

 

審 議 会 等 会 議 録 

発 言 者 会 議 の て ん 末 ・ 概 要 

 （名簿順に委員自己紹介） 

  

司会 

（農業振興課長） 

ありがとうございました。 

続きまして、事務局職員の紹介をさせていただきます。 

酒巻環境経済部長から順に自己紹介をお願いします。 

  

 （事務局職員自己紹介） 

  

司会 

（農業振興課長） 

以上でございます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

  

 【４ 会長及び副会長の選出について】 

司会 

（農業振興課長） 

続きまして、次第の４、会長及び副会長の選出についてでござい

ます。 

久喜市農業振興協議会条例第５条の規定によりまして、当協議会

に会長及び副会長を置くこととなっております。 

なお、会長及び副会長につきましては、委員の互選によって定め

ることとされております。 

また、本日は、第１回目の会議ということで、会長が選出されて

おりません。 

このことから、田中市長を仮議長として、会長及び副会長が選出

されるまでの間、議事を進行させていただきたいと存じます。 

それでは、田中市長、よろしくお願いいたします。 

  

仮議長 

（田中市長） 

それでは、会長及び副会長が選出されるまでの間、私が議長を務

めさせていただきますので、よろしくお願い申し上げます。 

着座にて失礼いたします。 

久喜市農業振興協議会条例第５条の規定におきまして、「当協議

会に会長及び副会長を置き、委員の互選によって定める。」とされ

ております。 

まず、会長の選出でございます。ご意見をお伺いしたいと存じま

す。いかがいたしましょうか。 

  

野口委員 野口でございます。私は、前回も農業振興協議会の会長をやられ

ており、久喜市農業委員会会長、また、埼玉県農業会議の会長を務

められ、市内外の農業行政に精通している並木源榮さんを推薦した
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様式第 2号(第 5条関係) 

 

審 議 会 等 会 議 録 

発 言 者 会 議 の て ん 末 ・ 概 要 

いかと思いまして、提案いたします。 

  

仮議長 

（田中市長） 

只今、野口委員さんから、会長には並木源榮委員さんが適当との

推薦のご発言がございました。他にご意見はございますか。 

  

 （発言する者なし） 

  

仮議長 

（田中市長） 

他にないようでございます。 

それでは、お諮りをいたします。会長には並木源榮委員さんとい

うことでよろしいでしょうか。 

  

 （異議なしとの声あり） 

  

仮議長 

（田中市長） 

ありがとうございます。 

よろしいでしょうか、ご本人。 

  

並木委員 はい。 

  

仮議長 

（田中市長） 

ご本人のご了解をいただきましたので、会長には並木源榮委員さ

んと、決定とさせていただきます。 

ここで暫時休憩といたします。 

  

 （休憩） 

  

仮議長 

（田中市長） 

それでは、再開いたします。 

副会長の選任にまいります。ご意見を頂戴したいと存じます。 

  

野口委員 野口です。今、会長に就任されました並木委員さんには、副会長

に関することもあるかと思いますので、できれば会長そのものから

会長の意思を通じた副会長というものを推薦させていただいて、皆

様方のご了承をいただければ幸いかなと思います。 

  

仮議長 

（田中市長） 

只今、野口委員さんから副会長については、並木会長のご意向を

聴いたらどうかとの、このようなご発言かと存じます。そんなこと
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様式第 2号(第 5条関係) 

 

審 議 会 等 会 議 録 

発 言 者 会 議 の て ん 末 ・ 概 要 

で進めてよろしいでしょうか。 

  

 （異議なしとの声あり） 

  

仮議長 

（田中市長） 

それでは、並木会長さんいかがでしょうか。 

  

並木会長 今、私のほうに振られたので、あくまで私案でございますが、第

一候補、松本さん。第二候補、鈴木さん。この二人をご推薦申し上

げたいと思います。よろしくお願いいたします。 

  

仮議長 

（田中市長） 

只今、並木会長さんから、副会長にということで、お二方のお名

前が出ました。 

それでは、第一ということでございますので、松本勝宏様、いか

がでしょうか。お引き受けいただけますでしょうか。 

  

松本委員 あまり突然のことなので、戸惑っております。しかしながら、私

も公募で手を挙げて振興協議会委員にさせていただきました。折角

のご指名でございます。受けさせていただきます。 

  

 （拍手あり） 

  

仮議長 

（田中市長） 

それでは、拍手もいただいたところでございます。副会長には、

松本勝宏様ということで改めてよろしいでしょうか。 

  

 （異議なしとの声あり） 

  

仮議長 

（田中市長） 

ありがとうございます。 

それでは、副会長には松本勝宏様ということで決定とさせていた

だきます。 

それでは、会長と副会長がそれぞれ決定いたしましたので、松本

副会長さんにつきましては、その場でごあいさつを頂戴したいと存

じます。よろしくお願いします。 

  

松本副会長 （副会長あいさつ） 
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様式第 2号(第 5条関係) 

 

審 議 会 等 会 議 録 

発 言 者 会 議 の て ん 末 ・ 概 要 

  

仮議長 

（田中市長） 

それでは、会長・副会長が決定しましたので、私はここで仮議長

の任を解かせていただきます。 

ご協力ありがとうございました。 

  

司会 

（農業振興課長） 

ありがとうございました。 

お手数ではありますが、並木会長、松本副会長には、座席の移動

のほうをお願いしたいと存じます。 

  

 （会長・副会長、正面席に移動） 

  

 【５ 諮 問】 

司会 

（農業振興課長） 

それでは、引き続き次第に沿って進めさせていただきます。 

次第の５、諮問に移らせていただきます。 

田中市長から並木会長に、諮問をさせていただきたいと存じます

ので、よろしくお願いいたします。 

  

 （市長から会長へ諮問書の交付） 

  

司会 

（農業振興課長） 

ありがとうございました。 

田中市長は、次の公務がございますので、大変恐縮ではございま

すが、ここで退席をさせていただきたいと存じます。 

  

田中市長 どうぞよろしくお願いいたします。 

  

 （市長退席） 

  

 【６ 協議会の概要・運営について】 

司会 

（農業振興課長） 

それでは、会長からごあいさつを頂戴したいと存じます。 

  

 （会長あいさつ） 

  

司会 ありがとうございました。会長、よろしくお願いいたします。 
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様式第 2号(第 5条関係) 

 

審 議 会 等 会 議 録 

発 言 者 会 議 の て ん 末 ・ 概 要 

（農業振興課長） それでは、次第の６、協議会の概要・運営についてでございま

す。 

会議の進行につきましては、久喜市農業振興協議会条例第６条の

規定に基づき、協議会の会議は会長が議長となるとされております

ことから、進行は並木会長にお願いしたいと存じます。 

会長、よろしくお願いいたします。 

  

議長（並木会長） それでは、私の方で進行をさせていただきます。暫時の間、ご協

力をお願いいたします。 

次第６の「協議会の概要・運営について」、事務局の説明を求め

ます。 

  

事務局 

（森田担当主査） 

農業振興課の森田と申します。 

それでは、次第の６、「協議会の概要・運営について」ご説明させ

ていただきます。 

はじめに、資料の１をご覧ください。 

こちらは、久喜市農業振興協議会条例でございます。 

本協議会につきましては、久喜市農業振興協議会条例第１条にご

ざいますように、「本市の農業振興のために必要な事項を審議す

る」ために設置されているものでございます。 

所掌事務につきましては、次の第２条に規定されておりまして、

次に掲げる３つの事項、農業振興地域の整備に関する事項、農業及

び農村の基本的な計画に関する事項、その他農業の振興に関する事

項について、市長の諮問に応じ、審議することとされております。 

先ほど、田中市長から諮問があり、今後ご審議いただく「久喜市

農業振興地域整備計画」の改定につきましては、この中の（１）に

基づくものでございます。 

また、この中の（２）につきましては、平成２７年度までこの協

議会でご審議いただいておりました、「久喜市農業農村基本計画」

のことでございます。この基本計画につきましては、平成２８年３

月に策定することができまして、本日、お手元に冊子として配付さ

せていただいております。長期間にわたりご審議をいただき、改め

て感謝申し上げます。 

続きまして、先ほど田中市長から諮問があり、今後ご審議いただ

きます、久喜市農業振興地域整備計画の改定につきまして、ご説明

させていただきます。 

資料につきましては、平成２７年度第１回久喜市農業振興協議会
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様式第 2号(第 5条関係) 

 

審 議 会 等 会 議 録 

発 言 者 会 議 の て ん 末 ・ 概 要 

にてご説明した内容と重複している部分もございますが、初めての

委員さんもいらっしゃいますので、改めてご説明させていただきた

いと思います。 

資料につきましては、 

 資料４、久喜市農業振興地域整備計画について 

 資料５、久喜市農業振興地域整備計画書 

 また、資料番号はございませんが、Ａ３判の「久喜市農業振興地

域区域図・農用地利用区分図」 

こちらの３点でございます。 

はじめに、整備計画の改定に先立ちまして、農業振興地域制度の

概要につきまして、ご説明させていただきます。 

そもそも農業振興地域とは何かということでございますが、これ

は、自然的、経済的、社会的諸条件を考慮し、総合的に農業の振興

を図ることが必要であると認められる地域のことを指しておりま

す。 

言わば、今後、相当の期間、これはおおむね１０年以上とされて

おりますが、この期間にわたり、総合的に農業振興を図っていくべ

き地域のことを指しております。 

そのうえで、その地域の整備に必要な施策を計画的に推進するた

め、必要な措置を講ずることにより、農業の健全な発展を図るとと

もに、国土資源の合理的な利用に寄与する。このことが、農業振興

地域制度の主な目的となっております。 

この農業振興地域の指定は、国の定める「農業振興地域整備基本

指針」に基づき、都道府県知事が行うものとなっており、本市にお

きましては、５，４０３．３ヘクタールがこの指定を受けておりま

す。 

そして、市町村は、この指定に基づき、農業振興地域内における

集団的に存在する農用地や、土地改良事業の施行に係る区域内の土

地など、生産性の高い農地を「農用地区域」として指定することと

なっており、本市におきましては、お手元の資料５、「久喜市農業

振興地域整備計画」におきまして、３，２３７．０ヘクタールを農

用地区域として指定しております。 

指定地域・指定区域の分布状況につきましては、Ａ３判の「久喜

市農業振興地域区域図・農用地利用区分図」をご覧ください。 

行政界と赤線が重複しており、一部見づらい点もございますが、

緑色の線で囲まれた地区が農業振興地域でございます。そして、そ

の中で緑色でさらに着色された部分が農用地区域となっておりま

す。市内の大部分が農業振興地域や農用地区域に指定されているこ
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とがご理解いだだけるかと思います。 

そして、お手元にございます、資料の５番「久喜市農業振興地域

整備計画」でございますが、こちらは、平成２６年８月に改定され

たものでございます。農業振興地域整備計画につきましては、合併

前におきましても、久喜市・菖蒲町・栗橋町及び鷲宮町それぞれの

市町で策定されておりましたが、合併を契機に、１つの計画として

策定したものでございます。 

しかしながら、こちらの計画につきましては、その内容が合併前

のそれぞれの計画を集約しただけのものとなっているのが現状でご

ざいます。 

農業振興地域整備計画につきましては、策定後も基礎調査をおお

むね５年ごとに行い、定期的に見直すこととされており、今後の本

市の農業振興を総合的に図るためには、市内農用地等の土地利用や

農業者の意向を十分に把握しつつ、市の区域を一体的に捉えた計画

とすることが必要と考えております。 

このようなことから、平成２７年度と平成２８年度の２年度にわ

たって、「久喜市農業振興地域整備計画」の見直しを行い、改定を

実施するものでございます。 

平成２７年度には、農用地区域内の農地の現況整理などの基礎的

な調査を実施したところでございます。 

今後、委員の皆様には、この基礎的な調査を基にした農業振興地

域整備計画の改定内容をご審議いただくこととなります。原案につ

きましては、県などの関係機関等との協議をしながらの作成となり

ますが、次回以降の農業振興協議会に原案をお示しし、ご審議いた

だきたいと考えております。 

なお、次回の農業振興協議会につきましては、１２月ごろの開催

を検討しております。日時が決まりましたら、改めてお知らせした

いと考えております。 

以上が、久喜市農業振興協議会の概要の説明でございます。 

それでは、先ほど田中市長からございました諮問の写しのほうを

配付させていただきたいと思います。 

  

 （諮問の写しを配付） 

  

事務局 

（森田担当主査） 

それでは、続きまして協議会の具体的な運営について、３点ご協

議をお願いしたい事項がございます。 

１点目が、委員名簿の公開について。 
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２点目が、会議録の作成形式について。 

３点目が、会議録の確認・署名についてでございます。 

はじめに、１点目の委員名簿の公開についてでございます。 

本市では、久喜市市民参加条例第７条第２項に基づきまして、委

員の氏名等を公開することとなっております。 

具体的には、資料２の「久喜市農業振興協議会委員名簿」、こち

らに会長・副会長の職を記載したものを市のホームページで公開す

ることとなりますので、ご了解をいただきたいと思います。 

また、市では、「公職者名簿」というものを毎年度作成してお

り、公文書館において、閲覧することができるようになっておりま

す。 

なお、公職者名簿には、氏名や住所、電話番号が掲載されており

ますが、住所と電話番号につきましては、掲載しないことも可能と

なっております。このことから、予め配付させていただいておりま

す、「久喜市農業振興協議会委員名簿の公開に係る同意書」、Ａ５

判、Ａ４判の半分の大きさのものなのですけれども、こちらにより

まして、皆様のご意向を伺いたいと考えております。 

次に、２点目。会議録の作成形式についてでございます。 

本市では、審議会等の会議の公開に関する条例によりまして、審

議会等の会議録は速やかに作成し、その写しを閲覧に供することと

されております。 

このため、会議の際には録音をし、発言者の氏名を含めまして、

会議録を作成し、市のホームページなどで公開しております。 

また、会議録の作成形式でございますが、原則として「全文記録

方式」、または、できるだけ全文に近い形で作成する「ほぼ全文記

録方式」で作成することとなっております。 

なお、「ほぼ全文記録方式」とは、「テニオハ」や「繰り返しの

発言」などを整理させていただくものでございまして、本市の多く

の委員会ではこの方式で作成しているところでございます。 

本協議会につきましては、従前からこの「ほぼ全文記録方式」で

会議録を作成しておりまして、引き続きこの方式での作成を考えて

いるところでございますので、この件につきまして、ご協議をお願

いいたします。 

最後に、３点目。会議録の確認・署名についてでございます。 

会議録につきましては、事務局が原案を作成した後、委員の皆様に

原案の写しをお送りいたします。 

委員の皆様には、原案がお手元に届きましたら、内容のご確認を

お願いいたします。 
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その際、校正期限のお知らせを同封いたしますので、確認の結

果、原案の修正が必要な場合は、指定の期限内に事務局までご連絡

をお願いいたします。 

なお、校正期限までにご連絡がない場合は、ご了解をいただいた

ものとさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

また、会議録は、皆様のご了解をいただいた後、委員の方にご署

名をいただき、会議録を公開することになっております。 

事務局といたしましては、委員の皆様の確認後に、会長に最終的

な確認をお願いし、了解をいただけましたら会長に署名をお願いし

たいと考えているところでございます。 

審議会の運営につきましては以上となりますが、以上３点につき

まして、ご協議をお願いしたいと思います。 

よろしくお願いいたします。 

  

議長（並木会長） 只今、事務局から、協議会の概要の説明があり、また、協議事項

として３点ほど説明及び提案がございました。 

１点目が、「委員名簿の公開について」 

２点目が、「会議録の作成形式について」 

３点目が、「会議録の確認・署名について」でございます。 

それでは、このことにつきまして、順次お諮りをいたします。 

まず、はじめに、１点目、「委員名簿の公開について」でござい

ます。 

市民参加条例で定める委員名簿の公開につきましては、条例に基

づき実施していただき、公職者名簿として公開する場合の取り扱い

でございますが、お手元の記入用紙に住所・電話番号の公開・非公

開についてご記入いただき、事務局にお渡しいただく形でよろしい

でしょうか。 

  

 （異議なしとの声あり） 

  

議長（並木会長） ご異議なしと認めますので、決定をしたいと存じます。 

それでは、会議終了後に事務局へ用紙の提出をお願いいたしま

す。 

次に、２点目の「会議録の作成形式について」でございます。 

全文記録方式、あるいは「テニオハ」や「繰り返しの発言」など

について整理する、ほぼ全文記録方式ということでございますが、

ほぼ全文記録方式ということでよろしいでしょうか。 
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 （異議なしとの声あり） 

  

議長（並木会長） ご異議なしと認めます。 

それでは、会議録の作成形式については、ほぼ全文記録方式にて

作成することといたします。 

次に、３点目の「会議録の確認・署名について」でございます。 

事務局で作成した会議録を委員全員が確認していただいた後、私

が最終的に確認し、署名するということでよろしいでしょうか。 

  

 （異議なしとの声あり） 

  

議長（並木会長） ご異議なしと認めますので、決定をしたいと思います。 

それでは、会議録につきましては、私が最終的に確認いたしまし

た後、署名させていただきます。 

  

 【７ その他】 

議長（並木会長） 続きまして、次第の７、その他でございます。 

委員の皆さん、折角の機会でございますので、この際意見を述べ

ておきたいということがございましたら、お受けしたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

何かございませんか。 

  

蔵口委員 先ほどの自己紹介の中にも、農業の後継者がいないというお話し

が何回か出ていますが、振興協議会では、基本計画の中にその対策

というのは盛り込まれていますか。 

  

事務局 

（森田担当主査） 

後継者対策の関係なんですけれども、農業振興地域整備計画はあ

くまでも土地をどうするのか、その土地について振興を図るという

ことに重きを置く計画となっております。 

それで、後継者のほうの関係は、お手元にございます、久喜市農

業農村基本計画。こちらの中のほうに、「農業の担い手確保・育

成」ということで施策が盛り込まれておりますので、農業振興地域

整備計画も当然こちらの内容を踏まえて作成するものとなっており

ます。 
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蔵口委員 ということは、この基本計画が出来ると、後継者も充足されると

いうことですか。そういう計画になっているわけですか。 

  

事務局 

（森田担当主査） 

農業農村基本計画が基本になります。それに基づいた農業振興地

域整備計画というものになっていきますので、当然リンクするよう

な計画になって、そちらの施策に向かって進んでいくような内容に

なると考えております。 

  

蔵口委員 ありがとうございました。 

  

議長（並木会長） 相当難しいですよね、正直な話し。 

昭和５５年に私のほうで、担い手を守り、力強い農業をつくると

いう中で、「人づくり、家づくり、むらづくり」という、こういう

標語も一緒に作らせてもらったんです。 

やっぱり「農業をやれよ」と言っても、家をしっかり作っていか

ないと。そして家をしっかり作った中で、そういう環境にある人が

むらづくりをやらないと出来ませんよね。自分も駄目、家庭も駄目

だったら村は崩壊しちゃいますよね。出来ないですよ。 

そういう意識をどのように持つか、ここには農業の各種団体の代

表の人が来ているわけですから、その人たちが各団体のリーダーと

して普及をしていくという心構えがないと、なかなか上手くいかな

いのかなと。そういう自覚をする前に、リーダーの方が自ら率先し

て垂範をしなきゃ駄目だというのが原点ではないのかなという気が

するんですけどね。どうもその辺がおざなりになっているというの

が現状かなと私は思っています。 

どうですか、委員の皆さんの意見は。 

  

蔵口委員 土地が整備されても、やる人がいなくちゃその計画は頓挫します

よね。テーマに今、「人づくり、家づくり」とあって、環境づくり

もあるでしょうけど、そういうのが同時進行しないとなかなか何年

たっても目標が達成できないですよね。 

  

議長（並木会長） だから私は思うんですよね。旧久喜市で昭和５５年に立てたテー

マが今でも大切なんじゃないのかなと、私はつくづく思っていま

す。それが今、忘れられてしまいましたよね。 
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あの頃もどん底だったんです。昭和５５年の頃。転作が出来ない

と国・県も助成金を付けない。だから何にも出来ない。 

そのときは本当に久喜市が駄目なんで、県の農政課に夕方行っ

て、農政課の人と話しをして、もう無いよねと。無いならしょうが

ないからモデル事業をやるかいと。その頃の私らと同年代の４０前

後の職員が県のほうでも一生懸命考えてくれて、モデル事業を次々

と作ってくれたんです。 

それを久喜なんかはやらせていただいて、平成１７、１８年あた

りまで上手くいきましたね。全国から研修に来ました。毎年２０、

３０箇所。そのくらい久喜は発信地だったんです。 

今さら言うわけではありませんけど、転作なんかでも水田を駄目

にすると、荒廃地になる。荒廃地になると、今度は埋立業者が来て

産廃を押し込む。そうすると、農地が今まで持っていた多面的機能

と言う湛水機能を持った水田が無くなるんです。残土で埋めて、農

作物も出来ないような農地をつくってしまった時代が、この昭和の

終わりから平成１４、１５年まで続いたんです。 

それから、出鱈目な埋立条例を作ったところもあるわけなんです

が、それで駄目になった地域もいっぱいあります。 

でも、私もちょうど平成１０年頃から埼玉県の農業会議の幹部に

なりましたんで、埋立条例を一生懸命やらせていただいて、改修を

しました。 

それから見ると、今やっている埋立てで荒廃している農地は、み

んな違反農地です。ひどいです。県から来ている田村委員さんは、

そういうところはよくわかっています。私らもそれに携わって、こ

の人たちに一生懸命考えてもらったんです。 

埋立てで遊休農地になっているのは、大体無断埋立てです。なお

かつ、許可をもらっても、農業委員会の許可どおりでなく高く積み

上げたところは、全部駄目になっています。下は産廃ですよ。 

だから、本当に農業振興をやる場合は、各団体の委員さんがしっ

かり考えていただいて、指導していただかないと、農地も駄目、農

産物の安全保障も崩壊してしまう。そうことになってしまうという

ことが目に見えているんです。 

そういうことを自分たちがやってきたことを、まず反省と言う

か、やってきたことを評価しながら、また、今の現状も評価しなが

ら、これから先どうしたらいいのか、皆さんに真剣に考えてもらえ

れば、各団体に皆さん今度は散らばっていくのですから、その各団

体でまた振興していただければ変わってくるのかなと。そんな気が

いたします。 
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蔵口委員 あとひとつ情報として知りたいのは、久喜市全体の時系列の変

化、そしてこれから先がどのように変化するのかという読み。これ

に対して農業政策がちゃんとマッチングさせているのかどうか、土

地開発のほうも含めて。この辺の情報をぜひ整理してほしいなとい

うか、もうあるのかもしれないですけど。 

  

議長（並木会長） いいですね。そういう発言が出て来るといいですよ。 

前回のはじめなんか、本当に遊休農地、埋立地は開発を認めろっ

て、こういう意見が出てたんですから。この会議で。 

私もびっくりしました。合併後のこの会議で出たことに。考えら

れない意見が出るんです。本当は農業振興が食糧の安全保障につな

がるんだ、この地域社会の安全保障につながるんだという考え方を

持ってもらいたいというのが本音ですよね。 

水田を埋めると、大雨が降った後、あちこち冠水しますよね。あ

ちこち。開発をすると、固定資産税が上がるから相当楽になるとい

う気がするんですが、その後、集中豪雨があった時に周りに冠水が

すぐ起きます。開発をした時の開発のやり方、これ都市計画。これ

は大切なんです。 

開発をしたところが水田地帯だったら、湛水機能があったんで

す。水を溜める機能が。そこが無くなるんです。開発で無くなった

ら、改めて湛水機能を設置しなければならない。現実に工業団地な

んかにはあるんです。遊水地というのが作ってあるのだけど、それ

を放置するんです。行政が。管理が出来ていないんです。 

雨が降る前に、まず遊水地をとりあえず空に近い状態まで汲み上

げておいて、雨が降ったらそこに遊水させる。こういう当然やるべ

きことをやってないというのがありますね。これ、合併後ありまし

たよ。それで言ったんです。何なんだと、どうしてこうなったんだ

と。そうしたら、農政課の管轄から下水道の管轄になりましたか

ら、農政課は知りませんという話しなんです。でも、農政課は農業

振興に関わっているんですから、そこから任務が外れるわけはない

んです。やっぱりアドバイスはしなければならないんです。サポー

トはしなければならないんです。「大雨が降る前に遊水地をちょっ

と空けておかないと、周りの農地が冠水するよ。低い家の庭にも冠

水するよ。場合によっては床下浸水もあるよ。」と。そういうサ

ポートを今までは農政課がやっていたんです。それを下水道課に移

管したら私は知らないと。そういう話しになると困るんです。 
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だから、今年は徹底して大雨が降る前に工業団地等の遊水地につ

いては、汲み上げをしておいてくれよと言っておいたので、比較的

そういったことはなかったです。よっぽど言わなければならないん

だけれども、行政の中の横で連絡しながらそれをやっておいてもら

えたら市民は助かるんですね。 

農地・農村と言うのは、湛水機能、そういう治水対策については

相当重要な位置にあるんです。そういうことをわかってくれていな

いと危うくなりますよね。 

どうもその辺が合併した直後だったから、相当中身も混乱してい

るから、そういうことも出来なかったと言えばできなかったんだろ

うなと思うんですか、ちょっと合併後はだらしなかったです。やっ

と今年から落ち着いてきました。下水道課の人たちには、こちらか

ら強く要望を出させていただきました。 

旧久喜市には、「美しいむらづくり連絡協議会」というのがある

んですよ。そこで、農村のことから治水対策から、そういうことま

で全部協議して言わせていただくんです。やっと今年はわかってい

ただきました。去年までどうもだらしなかった。 

それで、委員の皆さんは各集落に分散しているわけですから、そ

ういうところにも目を注いでいただいて、気が付いたらどんどんお

知らせいただいて、そして各関係機関にこちらからお願いするとい

う形をとれば、ある程度の被害は防げるのかなと、そんな気がいた

します。 

  

蔵口委員 目前に迫っていることとして、圏央道が出来るとなおさら流通コ

ストの削減で農産物の流通コスト、これをどうやって下げるかとい

う問題が身に迫ってくると思うんですよね。その辺の対策もどう

なっているのか、ちゃんとコストが安くなるようなセンターが出来

ているのか、色々なところから集約して送るようにしないと他の地

域に太刀打ちができなくなってしまいますし。そういう色々な問題

が沢山あると思いますけどね。 

  

議長（並木会長） 今、圏央道の話しが出ましたけども、圏央道は橋脚で上を走って

いるんですよ。ところが、圏央道の下まで埋立てをして、田んぼま

で埋めてしまうんですよ。それで、圏央道の周りが冠水してしまう

んですよ。久喜でも一部冠水しましたね。 

それで私、埼玉県の河川改修有識者会議というところの委員を

やっていて、委員が６、７人いるんですが、その中で言わせていた
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だいたんです。橋脚で高くした下に川を造れと。そうすると遊水機

能がそこに出来るからと。それで水管理したらいかがですかと。 

そうしたら、久喜の一部でやりました。やっと除堀のほうは、あ

んまり冠水しなくなりました。前は圏央道の下を土で埋めちゃっ

て、駐車場でも出来るような状態で。そうすると、水の行き場所が

無いんです。 

それで、菖蒲で今一番に問題になっているのは、１２２号のバイ

パスの周りですよね。あそこは、ちょっと雨が降ると。田んぼの中

に道路を造ったんですから、あそこにあった田んぼの遊水機能を、

どこかに造らなければならないんですよね。そういうことをないが

しろにして、開発優先なんです。「金が入るからいいや」では済ま

ないですよね。周りの人たちが本当に困る。困らないように考える

のが行政だと思うんですが、その辺のところまでしっかり考えてほ

しいなと思いますね。これ、なかなかプロパーの人はそういうとこ

ろまで考えてないんですね、失礼な話し。 

やっぱり地域に住んでる我々がしっかりと指摘していかないと、

どうするんだと考えてもらわないと大変なことになりますよね。 

だから、皆さんがここに来たら、何か自分の周りのことでも結構

です。こういうことが農業振興、農村の整備について問題があるか

らという発言をしてほしいんです。それを行政側の人が、折角ここ

に来ているんだから、みんなが頭に入れて対策を考えてほしいんで

す。 

どうですか、何か言っておきたいということがあったら。ござい

ませんか。 

  

 （発言する者なし） 

  

議長（並木会長） 無ければ今日はここで閉めさせていただきます。長い間、ご協力

ありがとうございました。 

  

 【８ 閉 会】 

司会 

（農業振興課長） 

並木会長、ありがとうございました。 

続きまして、次第の８、閉会でございます。 

閉会にあたりましては、松本副会長から閉会のごあいさつをお願

いいたします。 

  



 

 18 

様式第 2号(第 5条関係) 

 

審 議 会 等 会 議 録 

発 言 者 会 議 の て ん 末 ・ 概 要 

 （松本副会長あいさつ） 

  

司会 

（農業振興課長） 

ありがとうございました。 
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